






要約 

(1)東京都における HB ウイルス母子間感染予防事業では,昭和 61 年 1 月以来 HBe抗原陽性

の妊婦から出生した児 333 例に予防処置を実施した。 

(2)東京都立築地産院で出生し,生後 2 ヶ月から HB ワクチンの接種を開始し,2 年以上追跡

し得た HBe抗原陽性の母親から出生した児は 82 例であった。この内期間中に HBs抗体価が

PHA 法で 8倍をきり HB ワクチンの追加接種を必要とした児は 54 例(65.9%)であった。 

(3)HBs 抗原陽性，HBe抗原陰性の母親から出生し,予防処置を実施せずに経過を 6ヶ以上見

た児は 279例あったが,この内 28 例(10.0%)は HBs抗体が陽性となり(一過性に HBs 抗原が

陽性となり後に HBs 抗体が出現した例を含む)一過性の感染と診断された。 


